
議題等 発言者 内容・決定・報告事項

局長 　皆さんおはようございます。
　ただ今から、平成２９年第７回農業委員会総会を始めさせていただき
ます。

局長 　はじめに、古武会長からごあいさつを申し上げます。

会長 　あいさつをする。

局長 　本日は、傍聴人の方がお見えでございますので、よろしくお願いい
たします。
　なお、傍聴人に申し上げます。お手元の「傍聴人心得」を良くお読
みいただき、傍聴くださいますよう、よろしくお願いいたします。

局長 　現在の出席委員は２０名でございます。
　農業委員会会議規則に基づきまして、古武会長に議長をお願いい
たします。

午前９時
　開会

議長 　現在出席委員２０名であり定足数に達しておりますので、これより第７
回総会を開会いたします。

議事録署名委員
の指名

議長 　議事録署名委員に進藤委員、小島委員の両委員を指名いたしま
す。

議長 　日程第１　議案第１２号　農地法第５条の規定による許可申請に対
する進達の意見について　を議題といたします。
　事務局から内容説明をいたさせます。

事務局 　議案第１２号　農地法第５条の規定による許可申請に対する許可に
つきまして、ご説明いたします。今回案件は２件でございます。

事務局 　番号１につきましては、譲受人が、譲渡人から、売買により所有権を
移転し、駐車場敷として転用するための申請です。
　譲受人につきましては、現在、市内において産婦人科を営んでおり
ますが、施設利用者や職員が使用する駐車場用地が不足しているこ
とから、駐車場を確保する必要があるため、今回の申請がなされたも
のです。
　申請地の農地区分につきましては、甲種、第１種、第３種農地のい
ずれの要件にも該当しない農地という理由から、第２種農地と判断さ
れます。

事務局 　番号２につきましては、譲受人が、譲渡人から、贈与により所有権を
移転し、住宅敷として転用するための申請です。
　譲受人につきましては、現在、実家にて家族で生活をしております
が、結婚することとなり住宅を建築したいと考えたことや、生まれ育った
実家の近くに家を建築したいと考えたことから、今回の申請がなされた
ものです。
　申請地の農地区分につきましては、甲種、第１種、第３種農地のい
ずれの要件にも該当しない農地という理由から、第２種農地と判断さ
れます。

議長 　説明が終了しました。これから番号１と２の現地確認の報告を各委員
にお願いいたします。

渡邊委員 　今回申請の番号１については、１４日に申請地を確認した。
　申請地は１０ha以上の集団農地とは認められなかった。場所は現地
案内図の１ページを参照してほしい。また、申請地は市街化が著しい
区域である。
　転用の理由については事務局説明のとおりである。
　申請地は現在農地として使用されており、違反等はない。
　したがって、転用理由や付近の状況から、転用についてはやむを得
ないものと判断した。皆様の審議をお願いしたい。

日程第１　議案第１
２号　農地法第５条
の規定による許可
申請に対する進達
の意見について
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関山委員 　申請番号２について報告する。
　転用の内容については、事務局説明のとおりであるため省略する。
　現地案内図２ページを開いてほしい。
　申請地は１０ha以上の集団農地とは認められなかった。また、周辺は
宅地として使用されており、今後も市街として発展していく可能性が高
い地域である。
　また、公共施設等としては、５００ｍ以内に篠津小・中学校、山王クリ
ニック、のもと歯科クリニックがある。
　前面道路が舗装で５ｍ、接道が敷地に対して２０ｍなので、たとえ建
物を建てても建築基準法には抵触しない。
　申請地は現在農地として使用されており、違反等はない。
　よって、転用についてはやむを得ないものと判断できると思うが、皆
様の慎重な審議をお願いしたい。

議長 　報告が終了しました。これよりご意見・ご質疑等をお伺いします。ご
意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑等なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

議長 　お諮りします。本案については、地区担当農業委員からの報告、転
用理由、申請地が含まれる区域の農地性及び地域農業との調和を図
りつつ効率利用できるものと判断し、転用はやむを得ないものと認め、
許可相当の意見を付して県へ進達することでご異議ございませんか。

　　　［異議なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１２号については、原案のとおり
決定します。

議長 　日程第２　議案第１３号　農地法第３条第２項第５号の別段面積の設
定について　を議題といたします。事務局から内容説明をいたさせま
す。

事務局 　農地法第３条第２項第５号に規定されておりますが、農地を農地とし
て権利を取得する場合の許可基準の一つとして、権利取得後の経営
面積は、５０アール以上と規定されております。これを一般に下限面積
要件といいます。
　この下限面積につきましては、農地法施行規則第１７条に掲げる要
件を備えている場合には、農業委員会の判断で『別段の面積』を設定
し、下限面積を引き下げられることとなったものです。
　併せまして、農業委員会は、毎年、『別段の面積』の設定又は見直し
の必要性の有無について検討し、農業委員会総会におきまして決定
することとなっております。
　これにより、当市では、当初、平成２２年３月の総会及び、昨年7月の
総会におきまして、「別段の面積は設定しない」との決定をしたところ
でございます。
　下限面積を引き下げる場合の要件といたしまして、例えば、下限面
積を３０アールと設定するためには、農地面積３０アール未満の農業
者が、区域全体の農業者の４割以上いる場合でないと設定できませ
ん。
　当市においては、「２０１５農林業センサス」のデータにより確認したと
ころ、５０アールを下まわる農家数は４９％、４０アールを下回る農家数
は４２％存在しており、４０アールを下限面積と定めることができます
が、下限面積を設定し小規模農家の参入を可能にすることは担い手
への利用集積に支障をきたし、農地の細分化を招く恐れがあります。

日程第２　議案第１
３号　農地法第３条
第２項第５号の別段
面積の設定につい
て
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事務局 　また、別の要件として、適正な利用を図る必要がある遊休農地が引
き続き相当数存在し、下限制限面積を弾力化して新規就農等を促進
しなければ農地の保全及び有効利用が図られない場合は、前要件に
かかわらず、別段面積を設定できるとしております。
　当市の場合、遊休農地の割合は約３％であり、他市町の状況と比べ
ても「相当程度存在する」とはならないこと等から、当市においても、農
地法第３条第２項第５号については該当しないと思われます。従いま
して当市はこの要件には該当しません。
　以上のことから、前回の決定同様、別段面積を定めず、当面の間は
５０アールのままとしたいと考えております。
　ご審議をよろしくお願いします。

議長 　説明が終了しました。これよりご意見・ご質疑等をお伺いします。
　ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

議長 　お諮りします。本案については、事務局の説明どおりで、ご異議ござ
いませんか。

　　　［異議等なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１３号については、別段の面積を
設定しないことに決定します。

議長 　日程第３　議案第１４号　農地中間管理事業に係る農用地利用配分
計画（案）に対する意見について　を議題といたします。農政課職員
の説明を求めます。

　　　［農政課担当職員、事務局席へ移動］

議長 　本案につきましては農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条
第３項の規定に基づき白岡市から依頼がありました。これより、農政課
職員から内容説明をいたさせます。

農政課職員 　説明に入らせていただく前に１箇所訂正をさせていただきます。
　農用地利用配分計画（案）一覧表の左端に「会議後資料を回収いた
します。」と記入されておりますが、会議終了後回収はいたしません。
失礼いたしました。
　それでは、議案第１７号「農地中間管理事業に係る農用地利用配分
計画（案）に対する意見について」を説明させていただきます。
　配分計画を作成する市は、農地中間管理事業の推進に関する法律
第１９条第３項に基づき、原則として農業委員会の意見を聴取すること
となっていることから、農業委員会へ意見聴取を行うものです。
　内容としては、農地の受け手が地域との調和要件を満たしているか
等について、次のとおりとなっております。

　・農地のすべてを効率的に利用しているか
　・周囲の農地利用に悪影響を及ぼすか
　・必要な農作業に常時従事する見込みであるか
　・従事する見込みがない場合は、他の農業者との適切な役割分担
の下、継続的、安定的に農業経営を行う見込みであるか
　・従事する見込みがない場合は、業務執行役員の１人以上が耕作
等の事業に常時従事する見込みであるか
　・受け手希望者への農用地貸付の適否

　それでは、配布させていただきました別添資料の「農用地利用配分
計画（案）」及び「位置図」をご覧ください。

　日程第３　議案第
１４号　農地中間管
理事業に係る農用
地利用配分計画
（案）に対する意見
について



議題等 発言者 内容・決定・報告事項

議長 　説明が終了しました。これからご意見・ご質疑等をお伺いします。ご
意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

関山委員 　地代についてはどうなっているのか。

農政課職員 　１反あたり、■■が５，０００円、■■が１１，４００円となっていて、後者
の値段については年毎に更新予定となっております。なお、彩のかが
やきの単価分となっています。
　また、資料の表の右から２つ目の欄に賃借（円）として金額を載せて
いますので、御覧ください。

農政課職員 　借受人、貸付地、存続期間等については資料のとおりでございま
す。
　今回、借受けする借受人は２件ございます。
　まず初めの借受人は、■■という法人になります。
　本社は、■■、事務所は■■にあります。
　借受人の農業経営状況につきましてですが、平成２５年９月に■■
で事務所を設立しております。
　■■が現在所有している農地面積は約６ｈａであり、内訳と致しまし
ては、畑５ｈａ、田１ｈａとなります。また、６ｈａのうち約３ｈａは農地中間管
理機構を通じた土地の借入れを行っております。
　また、白岡市内での借受けは、約９畝となっております。
　今後も農地中間管理機構を通じて、久喜市を中心に近隣まで借入
れを拡大していく予定となっております。こちらの法人は、主に路地野
菜を栽培しております。キャベツ、レタス、カボチャなど１５種類以上の
野菜を作っております。また今後の目標と致しましては、路地野菜と水
稲の複合経営を目標としております。
　役員の農業従事日数は２７０日で、農業従事者及び雇用労働者は、
常時勤務は５名、臨時雇用は、年間１５名を雇用し、農機具等所有状
況については、育苗用ハウス１５０㎡が２棟、集荷調整ハウス１５０㎡が
１棟、トラクターが１台、マルチャー２台、トラックが４台等を所有してお
ります。
　続きまして、借受け人は、■■という法人になります。
　借受人の農業経営状況につきましてですが、平成２３年４月に久喜
菖蒲町内で事務所を設立しております。
　■■が現在所有している農地面積は約７０ｈａであり、内訳と致しまし
ては、畑４ｈａ、田６６ｈａとなります。また、７０ｈａのうち約６９ｈａは農地中
間管理機構を通じた土地の借入れを行っております。
　また、白岡市内での借受けは、今回が初めてとなっております。
　今後も農地中間管理機構を通じて、久喜市を中心に近隣まで借入
れを拡大していく予定となっております。こちらの法人は、主に水稲を
栽培しております。コシヒカリ、彩のかがやきなどの水稲を作っておりま
す。また今後の目標と致しましては、水稲栽培の拡大とビール麦の作
付けの開始を目標としております。
　役員の農業従事日数は３００日で、農業従事者及び雇用労働者は、
常時勤務は４名、臨時雇用は、年間１００名を雇用し、農機具等所有
状況については、出荷調整倉庫３０００㎡が１棟、トラクターが３台、コ
ンバインが２台、田植機が２台等を所有しており、南彩農協管内唯一
多収性品種に取組んでおります。
　農業経営状況等から判断して、市として２件の借受者に貸借するの
は、問題ないと考えますが、農業委員の皆様のご審議をお願いいたし
ます。
　また、補足として今後のスケジュールについて説明します。
　農業委員会で意見決定後に、市より農地中間管理機構に対し農用
地利用配分計画（案）を提出します。農地中間管理機構において農
用地利用配分計画が定められ、埼玉県に対し承認申請されます。埼
玉県において農用地利用配分計画の公告・縦覧が行われ、その後認
可されることとなっております。
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江口委員 　これだけの面積を作ることになるが、ただ耕作するだけではなく、水
や草の管理も行ってもらう必要がある。水等の管理は地元と一緒に
やっていくのか、それとも会社が独自で行っていくのか。

農政課職員 　水管理等につきましては、基本的に土地の所有者のほうで出席して
いただくことになっておりますので、会社として出席することは無いと思
われます。

江口委員 　耕作していただくことは結構だが、農機具をUターンさせるときに道
へはみ出してUターンして、轍ができてしまっている。
　また、草の管理も十分に行ってもらいたい。

農政課職員 　御意見を尊重させていただき、法人２社へ伝えさせていただきます。

江口委員 　■■について先ほど、賃借料が１１，４００円、水利費は地権者負担
だと言っていたが、支払いについては地権者が全て行っているのか。

農政課職員 　水利費等は地権者にお支払いいただいています。

小野田委員 　農地のあぜ道について、草の管理等を農業委員会名義で会社に依
頼することはできないだろうか。

事務局 　あぜや草の管理については、農地の賃借が行われるときに農政課と
あわせて伝えていきたいと考えていますが、あまり強く言い過ぎると農
地の借り手が減ってしまうという現実的な問題がありますので、兼ね合
いを見ながらお願いという形で会社へ伝えていきます。

小野田委員 　事務局の心境も分かるが、あぜに草が伸びてしまっているのが現実
で、近隣の地権者からなんとかしてくれと言われている。
　事務局の言いたいことは非常に理解できるのだが、文書でも口頭で
も良いから事務局から伝えてもらえれば多少は改善できるのではない
かと思うので、よろしくお願いしたい。

事務局 　事務局も管理についてお願いしていきたいと思っていますので、よ
ろしくお願いします。

議長 　お諮りします。本案につきましては農用地利用配分計画（案）のとお
り承認し、市へ回答することでご異議ございませんか。

　　　［異議等なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１４号については、原案のとおり
決定します。

議長 日程第４　議案第１５号　白岡市農業委員会会長専決規程の一部を
改正する告示　を議題といたします。事務局から内容説明をいたさせ
ます。

事務局 　お手元の「白岡市農業委員会会長専決規程」を御覧ください。
　この規程は、白岡市農業委員会の権限に属する事務の円滑な執行
を図るため専決事項を定めたものでございまして、各種法改正に伴い
改正するものでございます。
　第３条第１項第３号の「民事執行法（昭和５４年法律第４号）又は国税
等の滞納処分による農地等の売却等に係る買受適格者証明に関す
ること」を「民事執行法（昭和５４年法律第４号）又は国税等の滞納処
分による農地等の売却等に係る買受適格を有する者が、農地法に基
づく許可の申請書又は届出書を提出した場合（会長が買受適格証明
書の交付時と事情が異なっていることを認めるときを除く。）の許可、
届出の受理及び埼玉県知事の送付に関すること」に改正するもので
す。

　日程第４　議案第
１５号　白岡市農業
委員会会長専決規
程の一部を改正す
る告示　について
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事務局 　これは、買受適格者証明に関することが専決となっているものを、買
受適格者証明に関することは、総会で審議し、許可・届出及び知事へ
の進達についてを専決とするものです。　次に、第３条第１項第７号の
「農業者年金基金法(昭和４５年法律第７８号)第２０条」を「独立行政法
人農業者年金基金法（平成１４年法律第１２７号）」第１０条」に改正す
るものであり、年金法の改正に伴う改正でございます。
　次に、同条中第8号を第9号とし、第7号の次に「第8号生産緑地法
(昭和49年法律第68号)第10条の規定による生産緑地の買取りの申し
出を行う者についての主たる従事者の審査及び証明書の交付に関す
ること。」を加えます。これは、生産緑地の買取りについて個人の状況
を調査するため、農地台帳整備のため行っている利用意向調査を使
い、また、地区農業委員さん及び会長が調査することにより証明書の
交付を行うものでございます。

議長 　説明が終了しました。これよりご意見・ご質疑等をお伺いします。
　ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

議長 　お諮りします。本案については、原案のとおり決定することで、ご異
議ございませんか。

　　　［異議等なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１５号については、原案のとおり
決定します。

議長 日程第５　議案第１６号　白岡市農業委員会対策委員会設置運営規
定の一部を改正する告示　を議題といたします。事務局から内容説明
をいたさせます。

事務局 　お手元の「白岡市農業委員会対策委員会設置運営規程」を御覧く
ださい。
　この規程は、白岡市農業委員会の円滑な運営と所掌事業の推進を
図るため、対策委員会の設置について定めているものでございまし
て、この度「農業委員会等に関する法律」の改正伴い、「農地利用最
適化推進委員」が加わることにより、これまでの活動とは少し違った活
動を展開することとなることから改正するものでございます。
　それでは、改正の内容でございますが、第３条の表農地対策委員会
の項中「１１人」を「６人」に、同表農政対策委員会の項中「１１人」を「７
人」に改めるものでございます。
　また、第７条を第８条とし、第６条を第７条としまして、第５条の次に次
の第６条を加えます。
　この第６条の見出しは、「（委員会と農地利用最適化推進委員との関
係）」でございまして、「第６条　委員会は、農地利用最適化推進委員
（以下「推進委員」という。）に対し、いつでも、その活動について報告
を求めることができる。２　推進委員は、その担当する区域内における
農地等の利用の最適化の推進について、委員会の会議に出席して
意見を述べることができる。」
を加えることにより、推進委員さんと共に各対策委員会の活動ができる
ことといたします。

議長 　説明が終了しました。これよりご意見・ご質疑等をお伺いします。
　ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

日程第５　議案第１
６号　白岡市農業
委員会対策委員会
設置運営規定の一
部を改正する告示
について



議題等 発言者 内容・決定・報告事項

議長 　お諮りします。本案については、原案のとおり決定することで、ご異
議ございませんか。

　　　［異議等なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１６号については、原案のとおり
決定します。

議長 　日程第６　議案第１７号　白岡市農業委員会事務局処務規程の一部
を改正する告示　を議題といたします。事務局から内容説明をいたさ
せます。

事務局 　お手元の「白岡市農業委員会事務局処務規程」を御覧ください。
　この規程は、白岡市農業委員会の事務の処理に関し必要な事項を
定めたものでございまして、農業委員会等に関する法律の改正に伴
い改正するものでございます。
　まず、第５条第１項第４号の「農業委員会選挙人名簿の調製に関す
ること」削除し、以下各号を繰り上げます。
　次に、第７条第１項第４号の「その他の軽易な証明（白岡市農業委員
会会長専決規程第３条第２号から第９号までに規定する証明を除
く。）」にある「第９号」を専決規程に合わせて「第８号」に改正するもの
です。
　次に、第８条第１項第１号の「農地法第４条第１項第５号及び第５条
第１項第３項」を、「農地法第４条第１項第７号及び第５条第１項第６
号」に改めます。これは、市街化区域に関する届け出について、農地
法の改正により号が変わったため改正するものです。
　次に、同条同項第３号の「農業者年金基金法(昭和４５年法律第７８
号)第２０条」を「独立行政法人農業者年金基金法（平成１４年法律第１
２７号）第１０条」に改正するものであり、年金法の改正に伴う改正でご
ざいます。

議長 　説明が終了しました。これよりご意見・ご質疑等をお伺いします。
　ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

議長 　お諮りします。本案については、原案のとおり決定することで、ご異
議ございませんか。

　　　［異議等なしという声あり］

議長 　異議なしと認めます。よって議案第１７号については、原案のとおり
決定します。

午前９時５０分
議事終了

議長 　以上をもちまして、議案第１２号から第１７号に係る全ての議事を終
了いたします。

議長 　引き続き協議報告会を開催いたします。

議長 　協議報告事項１、農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出
に対する専決処分について　を事務局から説明をいたさせます。

事務局 　協議報告事項１　農地法第５条第１項第６号の転用届出に関する専
決処分について　でございますが、今回報告は１３件でございます。
　総会資料の９ページをご覧願います。

協議報告事項１
農地法第５条第１
項第６号の転用
届出に関する専
決処分について

日程第６　議案第１
７号　白岡市農業
委員会事務局処務
規程の一部を改正
する告示　につい
て



議題等 発言者 内容・決定・報告事項

事務局 　番号１につきましては、共同住宅のための転用です。
　番号２につきましては、保育園のための転用です。
　番号３から５、１０、１３につきましては、住宅のための転用です。
　番号６，７につきましては、駐車場のための転用です。
　番号８につきましては、分譲住宅のための転用です。
　番号９につきましては、通路のための転用です。
　番号１１、１２につきましては、住宅及び通路のための転用です。

議長 　説明が終了いたしました。これよりご意見・ご質疑等お伺いします。
ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

　　　［質疑なしという声あり］

議長 　質疑なしと認めます。

協議報告事項２　そ
の他について

議長 　質疑もないようですので、協議報告事項２　その他　に移ります。事
務局から内容説明をいたさせます。

事務局 ○農業委員・農地利用最適化推進委員研修会について
　日時　７月３１日（月）　午後１時３０分～午後４時００分
　場所　深谷市・深谷市民文化会館

事務局 ○農業委員会活動記録の提出について
　提出がお済みでない方は、総会後に提出をお願いします。

事務局 ○臨時総会
　７月２０日（木）午前９時
○来月総会
　８月２４日（水）午前９時
　議事録署名委員の進藤委員、小島委員の両委員は来月印鑑をお
願いします。

議長 　説明が終了いたしました。これよりご意見・ご質疑等お伺いします。
ご意見・ご質疑等ございましたらお願いいたします。

鈴木委員 　６月２６日に行った任期満了会の会計報告を行います。
　出席者が１５名しまして、今回の収入が７５，０００円と３，０００円。
　収入合計が８，１０００円で支出が８４，８７７円でした。
　閲覧したい方は、後ほど私までお願いします。

議長 　ほかに意見等はありますか。

　　　［質疑等なしという声あり］

議長 　内容説明が終了いたしました。全体を通しましてご意見・ご質疑等ご
ざいましたらお願いいたします。

江口委員 　２つほど質問がある。まず、議案第１２号の番号２についてだが、結
婚のための所有権移転（贈与）となっているが、この時点で贈与を行う
のか、使用権設定をしておいて親が亡くなるまで待って相続するの
が、どちらが有利になるのか後学のために教えて欲しい。
　次に議案第１７号についてだが、農業委員の選任方法について改
正があり、選挙制が廃止となったが、選挙人名簿の調製に関する事務
の扱いはどうなるのか聞きたい。



議題等 発言者 内容・決定・報告事項

事務局 　まず贈与の件についてですが、一概には言えないかと思われます。
　税金の関係になりますので、免税になるものの関係や持っている土
地や資産等の状況によって、それぞれの方に適した形があるのでは
ないかと思われます。ただ、大部分の人が使用権設定で申請を行っ
ていて、贈与はあまり見ません。
　どちらが有利かは分かりませんが、申請者本人の希望に従った形で
申請を受けています。
　続きまして、選挙人名簿の調製に関する事務についてですが、こち
らは選挙制の廃止に併せて削除させていただいております。
　ただし、今後も利用状況調査を行いまして、全農家を対象に農家事
情の調査は行わせていただく予定です。

松沼委員 　議案第１７号において、生産緑地法第１０条の規定による申し出につ
いて記載があるが、この申し出を行う理由として死亡のほかにも高齢
や手足の問題等色々考えられる。これらを含めて全ての理由につい
て農業委員会で諮ることになるのか。

事務局 　生産緑地を３０年待たずに指定解除する申し出についてですが、死
亡や身体の故障等の全ての場合において農業委員会で諮ることにな
ります。
　ただ、運用の手引き等の資料を確認しますと、かなり厳しい状況、た
とえば障がい者手帳が発行されていることや、高齢というだけではなく
農業ができない状況等を確認できることが必要になります。
　このため、生産緑地の指定解除申し出の提出は難しいものであるこ
とが事例からわかります。

議長 　ほかに意見等はありますか。

議長 　最後に、私事ではございますが、今回の総会をもちまして退任となり
ますので、皆様に御礼を申し上げさせていただきます。

議長 　あいさつをする。

午前１０時８分
総会終了

議長 　以上をもちまして、本日の総会を閉会といたします。


